
第五週 あわれみ深い、忠信な、大いなる大祭司としての昇天したキリストの啓示、経験、享受 2017 ITERO-S 5f 默想まとめ 

Ⅰ 祭司の基本的な意義:神に仕えることではなく、神を人に供給することです 

A 聖書における祭司についての最初の記述は、祭司の原則を確立します 

B この言葉が最初に使われているのは、メルキゼデクの位の供給においてです 
創14:18メルキゼデクは、パンとぶどう酒を携えて来た。彼はいと高き神の祭司であった。 

• 祭司が神から来て、神の何かを神の民に供給するということです 

• キリストは天の務めにおいて、メルキゼデクの位による大祭司であり 
手順を経た神ご自身（パンとぶどう酒によって表徴される）を、私達に供給します 
ヘブル5:6あなたはメルキゼデクの位による永遠の祭司である 
マタイ26:26-28イエスはパンを取り…言われた…これはわたしの体である 
            また杯を取り…言われた…これは…わたしの契約の地である… 

 
Ⅱ 祭司職の三つの面  （幕屋の外庭/聖所/至聖所を経験する） 

A アロンの祭司職は私達の罪のためにいけにえを神にささげるためです 
• これは神の当初の意図ではなく、罪の問題のゆえに後ほど加えられたのです 
ヘブル10:12この方は、罪のために一つのいけにえをささげて… 

B 王なる祭司職は神を私達の中へと供給するためです 
• メルキゼデクの位による大祭司は、義の王また平安の王です 
ヘブル7:2メルキゼデクの意味は、まず義の王、次にサレムの王、すなわち平安の王です 

C 神聖な祭司職は私達を極みまで救うためです 
• それは不朽の命の力であり、命をもたらし、死を排除します 
ヘブル7:25彼は極みまで救うことができるのです． 
     なぜなら、彼はいつも生きていて、彼らのためにとりなしておられるからです。 

 
Ⅲ キリストは、あわれみ深い、忠信な大祭司です 

ヘブル2:17彼が…あわれみ深い、忠信な大祭司となって、 
     民の罪のために、なだめをなすためです 

A 彼は完全に資格づけられて私達の大祭司となりました 
B 彼は神の子であって神性を持ち、また人の子であって人性を持っているからです 
• あわれみ深いことは、彼が人であることと符合します 

• 忠信であることは、彼が神であることと符合します 

• エポデの中に金と亜麻布を共に織り込むことは、 
キリストにある神性と人性のミングリングを予表します 
出28:6金色と青色と紫色と緋色の撚り糸、また撚り合わせた細糸の亜麻布で 
    エポデを…作らなければならない 

Ⅳ キリストは大いなる大祭司です 
ヘブル4:14私達は天を通って行かれた大いなる大祭司、イエス、神の御子を持っている… 

A 彼のパースンと彼の働きは大いなるものです 
ヘブル1:3御子は神の栄光の輝きであり、神の本質の明確なかたちであって、 
    彼の力ある言葉によって、万物を維持し担っておられます． 
    そして、罪のきよめを成し終えてから、高き所の威光ある方の右に座られました． 

B 彼は試みを受けられたので、私達に同情することができます 
ヘブル4:15わたしたちの大祭司は、私達の弱さに同情することのできない方ではなく、 
    罪のないことは別にして、すべての面で私達と同じように試みられたのです。 

C 至聖所で神の御前に私達を担っています 
ヘブル9:24キリストは…天そのものに入られたのであり、 
    今やわたしたちのために、神の御顔の前に現れてくださったからです． 

D 私達は大胆に恵みの御座に進み出るべきです 
ヘブル4:16私達があわれみを受け、また時機を得た助けとなる恵みを見いだすために、 
     大胆に、恵みの御座に進み出ようではありませんか。 

 

Ⅴ 大祭司として,主は人の必要を顧みています 
A 人は環境が取り除かれるように求めます 
B 主は十分な恵みを与えます 

2コリ12:8-9わたしは、それが取り去られるようにと、三度も主に懇願しました。すると彼は 
     わたしに言われました、「わたしの恵みは、あなたに対して十分である． 
     わたしの力は、弱さにおいて完全に現れる」 

C これは至聖所における供給です 
 

Ⅵ 大祭司として,主は神の権益を顧みています 
A 私達の祈りを神が聞いてくださるために 
B キリストと召会に標準を合わせます 

列王上8:48心を尽くし魂を尽くしてあなたに立ち返り、そしてあなたが彼らの父祖に 
     与えられた彼らの地、あなたが選ばれた町、わたしがあなたの御名のために 
     建てた家に向かってあなたに祈るなら 
エペソ5:32この奥義は偉大です．実は、わたしはキリストと召会について言っているのです 

 
Ⅶ 大祭司として,主は神のエコノミーを完成します 
    神のエコノミーとは、神と人のミングリングの拡大と増し加わりであって、 
  新エルサレムにおいて究極的に完成します。 

Ⅰ~Ⅱ：祭司の基本的な認識に関して 
Ⅲ~Ⅳ：大祭司としての主の啓示に関して 
Ⅴ~Ⅵ：大祭司としての主の経験と享受に関して 


